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都市＝サービスを享受する側

都市内での都市と緑地（⾃然資本）
• マネジメント
管理⽅法は分かっている
制度的に適切な管理を誘導できない
求める⽔準はわからない

• そもそも配置が問題
仕様→性能→効⽤
不公平性

都市と森林地域・農業地域も共通するのではないか
• ゾーニング

デジタル化
• 効率性を⾼める
• 可視化
• 新たな価値観



緑化義務により都⼼の⺠有地に創出された緑

都市は緑で良い環境になっているのか？

都市計画マスタープラン
での緑化に関する記述

緑化率と容積割増

条例による緑化義務

⼿段の⽬的化



Satellite image and airborne thermal image of Sendai, Japan
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街区の緑被率とヒートアイランド強度緑は役に⽴っているのか︖
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仕様や性能ではなく「効⽤」を基準にする
必要がある。
機能を発揮させるための⼯夫が必要。

（現況（緑がある状態）
での計算結果）
➖
（緑を除いた状態での計
算結果）

＝ 緑のヒートアイラン
ド緩和効果
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東京都・南⻘⼭

街区の緑被率とヒートアイランド緩和
効果の間に相関はない

「効⽤」が得られるなら緑（⾃然資本）で
なくても構わない。
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管理⽅法は分かっている
制度的に適切な管理を誘導できない
求める⽔準はわからない



緑視率

マネジメント

管理⽅法は分かっている
制度的に適切な管理を誘導できない
求める⽔準はわからない











緑は様々な環境保全機能
を発揮する

だから緑を増やそう

環境が保全される
インフラとして機能する

緑は様々な環境保全機能
を発揮する

役⽴つ緑を増やそう

環境が保全される
インフラとして機能する

機能を発揮する配置，管理
インフラとは？

緑地＝グリーンインフラ





街区の緑被率とヒートアイランド強度緑は役に⽴っているのか︖
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「効⽤」にもとづいた誘導

その場所，地域における「効⽤」とはなにか？
個別最適解の集合は全体最適解になり得るか？

①

②
③

2015年 2020年 2025年

⽇向側の再開発によって
改善策が無駄になる可能性

②

①

広域，⻑期を対象とした計画の⽴案，実際の誘導が必要



効⽤にもとづく裁量的な誘導の可能性

⾵の道に開発敷地が重なる際は⾼さ50mの規制
⾼さ50ｍで4m/sの⾵の発⽣⽐率が40%から50%なら，地上での暑熱環境
対策を証拠を含めて⽰せば許可

品川駅・⽥町駅周辺における環境配慮型
の都市開発

専⾨家委員会による裁量的誘導

厳しい規制＋弾⼒的運⽤



森林地域・農業地域とも共通するのではないか

その場所，地域における「効⽤」とはなにか？
個別最適解の集合は全体最適解になり得るか？

その場所，地域で実現したいまち，住まい⽅の考究

効果の出る場所と出ない場所がある
効果を発揮する⽥んぼダムと発揮しない⽥
んぼダムがある



仕様や性能ではなく「効⽤」を基準にする
必要がある。
機能を発揮させるための⼯夫が必要。

緑（⽔⽥）単独ではなく，他の農業インフラ等
と複合的に対処する必要性

⽥んぼの排⽔桝に板
等を設置する事で⽥
んぼの排⽔効率を下
げ，排⽔路・河川の
急な⽔位の上昇を防
ぐ

⽥んぼダム

新潟市⽥んぼダム利活⽤促進事業

効果の出る場所と出ない場所がある
効果を発揮する⽥んぼダムと発揮しない⽥んぼダムがある

平成27年9⽉関東・東北豪⾬
常総市災害記録

洪⽔抑⽌，災害後の復旧で農業⽤排⽔機場が重要な役割を果たした，，，

森林地域・農業地域とも共通するのではないか



「効⽤」にもとづいた誘導

その場所，地域における「効⽤」とはなにか？
個別最適解の集合は全体最適解になり得るか？

広域，⻑期を対象とした計画の存在，それとの調整が必要

⾥⼭管理，農業体験，安全安⼼な農産物，
レクリエーション，防災，農業⽤排⽔路清
掃の共同，，，，，

様々なミクロスケール
での取り組み

気候変動，⽣物多様性保全，⾃然災害対応，，，，
⼈新世，ノーベルエコシステム，，，



• 都市地域

• 農業地域

• 森林地域

• 自然公園地域

• 自然保全地域

都市計画法

農振法

森林法

自然公園法

自然環境保全法

ゾーニング



ジョン・スノウ（1813-1858）に
よるコレラ感染調査

鯉のぼりによる気流調査の結果

可視化



MSP 多様なステークホルダーが関与する仕組み

まちづくりを駆動する可視化



MSP シミュレーションを⽤いた環境評価

まちづくりを駆動する可視化



MSP スポット的な空間改変と観測

まちづくりを駆動する可視化



意識調査

⼈流データによる空間利⽤調査，利⽤者意識
アンケート調査，売上動向調査など，多⾓的
に効果を分析

丸の内仲通りの恒常的な
屋外広場空間化に90%が，
道路への屋外店舗客席の
拡⼤に93%が賛成と回答。
（来訪者アンケート） （TOKYO OASIS利⽤者アンケート）

売上動向調査
屋外客席を拡⼤した飲⾷店
舗では取組前の前⽉に⽐べ
て売上が増加。
店舗A：売上224%
店舗B：売上119%

⼈流データ解析

まちづくりを駆動する可視化



まちづくりを駆動する可視化



“どういう まち にしたいか”
という議論の深化を突きつける

「まちづくりとは，地域社会に存在する
資源を基礎として，多様な主体が連携・
協⼒して，⾝近な居住環境を漸進的に改
善し，まちの活⼒と魅⼒を⾼め，⽣活の
質向上を実現するための持続的な活動で
ある。」（佐藤滋）

「環境の可視化」がまちづくりの議論
のドライバー（駆動⼒）となっている

まちづくりを駆動する可視化



SNSの活⽤と可視化



https://kai-you.net/article/85242https://www.japandesign.ne.jp/news/2021/11/62294/

新しい価値観



プロシージャルモデリング，景観シミュレーション技術を用いて，津波により失われた景観の再現を行って
いる。プロシージャルモデリング技術は２次元地図データに対して集落構成要素のタイポロジーを割り当て
るとともに，各タイポロジーの３次元形状を再現するためのルールを組み込み，短時間で膨大な３次元空
間を再現する。さらに再現モデルを使ったWSを通じて，記憶の継承に取り組んでいる。

VRによる集落景観の再現

退屈な風景だが被災者にとっては
記憶と結びついた大切な日常景観

2019 環境情報科学センター賞技術開発賞受賞

新しい価値観



• 誰が（主体・⼈材）できるのか

• 「熟議」できるのか

• 過剰なコンプライアンス意識

「悪くはない」と説明しやすいもの ＞ 「良い可能性が⾼いもの」

おわりに モヤモヤ 課題


